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献 

血 

献
血
は
病
気
や
ケ
ガ
で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
た
め
に
、
自
発
的
に
、
無
償
で
自
分
の
血
液

を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
採
血
を
行
う
の
は
日
本
赤

十
字
社
で
す
。 

献
血
に
は
、
採
血
し
た
全
体
を
提
供
し
て
も
ら
う

全
血
献
血
と
、
血
液
中
の
特
に
必
要
な
成
分
だ
け
を

取
り
出
し
て
残
り
は
献
血
者
に
戻
す
成
分
献
血
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
献
血
に
要
す
る
時
間
は
、
全

血
献
血
の
場
合
は
十
分
か
ら
十
五
分
、
成
分
献
血
で

す
と
四
十
五
分
か
ら
六
十
分
で
す
。
ど
ち
ら
で
協
力

で
き
る
か
、
受
付
で
相
談
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
献

血
の
際
に
は
、
本
人
確
認
の
た
め
免
許
証
な
ど
が
必

要
で
す
。 

献
血
に
協
力
し
た
い
と
い
う
、
あ
り
が
た
い
お
気

持
ち
を
い
た
だ
い
て
も
、
採
血
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と

制
限
も
あ
り
ま
す
。
年
齢
の
下
限
は
、
男
性
は
十
七

歳
、
女
性
は
十
八
歳
で
、
上
限
は
六
十
九
歳
ま
で
で

す
。
回
数
は
、
男
性
は
年
三
回
ま
で
、
女
性
二
回
で

す
。 と

こ
ろ
で
、
献
血
は
寿
命
を
伸
ば
す
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
全
身
の
血
液
循
環
を
良
く
す
る
こ
と
で

病
気
の
治
療
性
を
高
め
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
も

の
で
、
血
液
を
体
外
に
排
出
す
る
こ
と
が
身
体
に
い

い
と
い
う
こ
と
は
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
長
生

き
で
あ
る
こ
と
を
見
て
も
分
か
る
と
い
う
の
で
す
。 

平
成
二
十
七
年
の
各
国
の
平
均
寿
命
が
発
表
さ

れ
、
日
本
人
の
男
性
は
世
界
三
位
か
ら
四
位
に
後
退

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
八
十
一
歳
に
迫
ろ
う
と
い

う
も
の
で
、
女
性
も
香
港
に
抜
か
れ
て
二
位
と
な
り

ま
し
た
が
、
八
十
七
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
世
界
レ
ベ
ル
で
は
長
寿
で
あ
る
こ
と

に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
男
女
の
差
は
ど

こ
か
ら
来
る
か
と
言
え
ば
、
生
理
の
有
無
に
よ
る
も

の
だ
と
い
う
の
で
す
。 

こ
れ
を
考
え
る
と
、
献
血
と
い
う
の
は
、
失
っ
た

血
液
を
補
う
た
め
に
新
た
な
血
液
を
生
み
出
す
こ

と
で
自
身
の
血
液
の
状
態
を
改
善
し
、
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
病
気
や
け
が
を
し

た
人
の
た
め
に
奉
仕
を
し
、
役
に
立
つ
こ
と
の
で
き

る
素
晴
ら
し
い
行
為
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

二
十
日
に
行
わ
れ
た
地
蔵
尊
大
祭
で
は
、
沼
津
香

陵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
協
力
し
献
血
を
行
い
ま

し
た
。
四
十
六
人
に
協
力
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

三
十
九
人
か
ら
採
血
で
き
大
き
な
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
八
月
と
二
月
は
血
液
が
不
足
し

が
ち
だ
そ
う
で
す
。
次
回
節
分
祭
に
も
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

 
 

 

秋季彼岸号 

 

ライオンズクラブでは献血の他にこども食堂にも協賛しています 

三明寺の千人なべ パエリア を協力させていただきました 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

九
月 

○
渡
邊
家
ご
法
事 

 
 
 
 

2
日 

○
伊
東
家
ご
法
事 

○
辻
家
ご
法
事 

 

3
日 

○
道
了
講 

 

5
日 

○
阿
部
家
ご
法
事 

 

6
日 

○
山
田
家
ご
法
事 

 
10
日 

 
 

○
特
派
布
教 

 
11
日 

○
足
立
家
ご
法
事 

 

16
日 

○
土
谷
家
ご
法
事 

○
山
岡
家
ご
法
事 

 

17
日 

○
浅
野
家
ご
法
事 

 
 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 

18
日 

○
地
蔵
講 

 

19
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

○
小
國
家
ご
法
事 

 

23
日 

○
秋
彼
岸
檀
信
徒
大
供
養
会 

24
日 

○
秋
彼
岸
ペ
ッ
ト
大
供
養
会 

 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 

30
日 

○
浅
田
家
ご
法
事 

 
 

○
佐
藤
家
ご
法
事 

 
 十

月 

○
道
了
講 

 

3
日 

○
梅
花
特
派
講
習 

 

4
日 

○
菊
池
家
ご
法
事 

 

8
日 

○
鎌
野
家
ご
法
事 

 

15
日 

○
加
藤
家
ご
法
事 
 

 

○
地
蔵
講 
 

17
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

 

○
小
林
家
ご
法
事 

 

18
日 

○
今
家
ご
法
事 

○
長
嶋
家
ご
法
事 

 

22
日 

 

○
西
島
家
ご
法
事 

 
 

 

十
一
月 

○
大
滝
家
ご
法
事 

 

3
日 

○
渡
邉
家
ご
法
事 

○
道
了
講 

 

7
日 

○
地
蔵
講 

 

14
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
渡
邊
家
ご
法
事 

 

25
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

117
回) 

26
日 

古
今
亭
菊
之
丞 

 

【
住
職･

寺
族
】 

 

九
月 

○
宗
務
所
々
会 

 

4
日 

 
 

○
梅
信
会 

○
沼
津
市
社
会
福
祉
大
会 

5
日 

○
宗
務
庁
梅
花
講
習
山
形 

6
～
8
日 

○
特
派
布
教 

 

11
日 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 

23
日 

十
月 

○
県
更
生
保
護
女
性
会
総
会 

3
日 

○
宗
務
庁
梅
花
講
習 

11
日 

○
宗
務
所
寺
族
理
事
会 

13
日 

○
文
明
寺
施
食
会
法
話 

14
日 

○
愛
知
葬
祭
法
話 

○
竜
音
寺
結
婚
式 

 

15
日 

○
楞
厳
院
大
般
若 

 
28
日 

○
ア
イ
バ
ン
ク
富
士
山
大
会 
29
日 

 

○
県
仏
教
婦
人
大
会 

31
日 

十
一
月 

○
興
隆
寺
大
般
若 

 

5
日 

○
宗
務
庁
梅
花
講
習
洞
慶
院 

8
～
10
日 

○
定
輪
寺
晋
山
式 

 

11
・
12
日 

○
宗
務
所
地
方
研
修 

21
・
22
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 

13
時
30
分 

 

【
住
職
ラ
ジ
オ
法
話
】 

 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

○
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
週
月
曜
朝
7
時
15
分 

 

【
お
知
ら
せ
】 

や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 【
後
記
】 

 

こ
の
夏
、
二
年
ぶ
り
に
家
族
六
人
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
夜

一
人
戻
っ
た
と
思
い
き
や
翌
朝
に
は
一
人
本
山
へ
。
わ
ず

か
十
二
時
間
の
全
員
集
合 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日 

第
六
十
四
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

大
岳
山
三
明
禅
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com
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  第 116回じぞう寄席 8/27  柳家花ん謝・神田松之丞（講談） 人気上昇中のお二人です 

 沼津夏まつりみこしパレード 7/30 

保護司会 門池まつりにて 8/5 

新盆 7月盆供養 7/10 

 沼津市仏教婦人会 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ 

 曹洞宗婦人会東海管区研修 於 浜松 6/21.22 

 龍潭寺拝観 

 宗清寺じぞう尊 梅花講習 7/22 

 久しぶりに家族 6人そろいました 
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  梅花講による奉詠 

じぞう盆大祭 8/20 

多くの皆様にお出かけいただきました 

  おみこしは住職の祈願の後に門池を１周渡御します 

  本堂内では近隣の僧侶がご先祖様のご供養をいたします 

  飛龍太鼓と小林囃子がお祭りを盛り上げてくれます 

  八木春子さんの歌声が華を添えます  お楽しみ抽選会♥  おめでとうございます 


